
あさひ未来学園の制服の基本方針（案）                          令和７年１１月現在 

１ なぜ制服を導入するのか（意義） 

① 仲間としての一体感と自覚を育む 

制服を毎日着ることで、仲間意識や互いを尊重する心が育ち、自らの行動や身だしなみに責任を持つ

きっかけにもなります。 

② 学校への誇りと成長への意欲を育む 

制服は、学校の文化や誇りを意識させ、子どもたちの成長を支えるとともに、下級生にとっては憧れ

となって次の学びへの期待や意欲を高めます。 

２ どのような考え方で進めるか（方針） 

① 制服で感じる、成長のステップ 

あさひ未来学園では、義務教育９年間を「４年‐３年‐２年」のステージに分けて教育活動を行います。

学年の節目を大切にし、子どもたちがステップアップを実感できるように制服にも工夫を取り入れま

す。制服の変化によって、「自分が成長した」と感じられるようにするとともに、「大人への準備期間」と

して責任や自立、進路への意識を育むきっかけとします。 

 

② 快適に、自分らしく過ごせる制服 

動きやすさや清潔さを重視し、学校生活を快適に過ごせる制服を

めざします。既製品を取り入れることで、経済的負担にも配慮します。

さらに、一定のルールの範囲内で選べるスタイルを設け、子どもが自

分らしく着こなせる制服を目指します。 

＊制服の多様性は、「好き勝手にできる自由」ではなく「選べるルールの中で自分らしくあること」と捉えます。 

 

３ どう段階づけるか（着用する学年設定） 

・教育課程の基本的な考え方に基づく段階づけ 

 

 

 

教育課程 前期課程 後期課程 

段階(仮) 第１段階（ホップ） 第２段階（ステップ） 第３段階（ジャンプ） 

学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

育む力 

ねらい 

学校生活に慣れ、活動的に過ご

す。 

個性の芽生え・自己表現を育

み、社会性や判断力を学ぶ。 

上級生としての自覚や責任を

育む。社会に出る前の自律心

を身につける。 

服装の 

スタイル 

学びの場にあう服装 

（これまで通り） 

ワイシャツやポロシャツ、カーデ

ィガンを基本にしたスタイル 

ジャケットを取り入れた公の

場にふさわしいスタイル 

 機能性 快適性 

経済性 多様性＊ 



４ 服のつくりやデザイン（仕様） 

① 制服の形について 

・ 上衣（冬用）は、ブレザー型とし、中はワイシャツとする。（ブレザー着用は８・９年生） 

・ 下衣（冬用）はスラックス、スカート、ハーフパンツとし、生徒自身が選択できるようにする。 

・ ネクタイ、リボンを使用するスタイルとし、生徒自身が選択できるようにする。 

・ 暑い時は、ポロシャツとする。 

・ すべてのアイテムについて、ジェンダーレスに配慮したものとする。 

◇ 色やデザインは製造業者に企画提案を求める。 

 

② 機能面について 

・ 家庭用洗濯機で丸洗い可能で、 しわになりにくくアイロンがけ不要等の家庭でのケアがしやすい素材。 

・ 成長にあわせて仕立て直し等の対応ができ、耐久性のあるもの。 

・ 生徒の体格に応じた配慮ができるもの。 

・ 動きやすく、通気性や着心地にも配慮し、快適に学校生活を送ることができるもの。 

・ 自転車通学等を考慮し、スカートは風などで広がらず、めくれあがりにくいもの。 

・ 夏用のポロシャツは、透けにくく、通気性が良いものとし、猛暑等でも安心で快適な学校活動ができる

もの。また、白色の場合は黄ばみにくく、色物の場合は洗濯により色落ちしにくいもの。 

 

③ 価格について 

・ 現行を上回らない、保護者負担が増えない価格設定を目指す。 

５ 実際にどう着るか（着こなし） 

・ シャツ類は、５～７年生はワイシャツやポロシャツ、８・９年生はワイシャツを着用。暑い時はポロシャツ。

ただし、幅を持たせたゆるやかな対応に配慮するようにする。 

・ ブレザー以外について、提案されたデザインを参考にした既製品を量販店で購入することができる。

（一定の条件を設ける） 

・ 業者より提案されたブレザー以外の制服については、推奨品（任意購入扱い）とする。 

 

 【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【よくある質問】 

 質問 方針概要 

1 

学年の途中で学校が新しく

なる場合、その時使ってい

る制服や学用品は買い替え

なければなりませんか。 

開校に合わせて必ず買い替える必要はありません。すでにある

ものは続けて使用し、新しく変わるものについては、買い替えの

タイミングがあれば新しいものを購入することになります。 

すべての学用品に関わる移行期間についても検討中です。 

2 

兄妹の制服（今の朝日中の

制服）があるので、それを着

てもいいですか。 

移行期間について検討中です。新しい制服はスタイルを指定し、

既製品（市販品） の着用を認める考えです。特に下衣は、現在

の朝日中のスラックスやスカートの着用も可能にする考えで検

討しています。 

3 

新しい制服を着たいので学

年の途中（年度の途中）で買

い替えてもいいですか。 

学年の途中で購入することも可能です。 

４ 

早めにランドセルを買う家

庭もあると思いますが、買

った後に使用できないとい

うことが起きないようにお

願いしたい。 

入学時に必要なもの（ランドセルやシューズ等）の方針は早めに

決定し、随時お知らせしていきます。基本的に、すでに準備して

いるものや譲り受け等で使用を続けられるものは、そのまま使

っていただく方向で検討中です。 

５ 

運動着やカバン、シューズな

ど、他のものはどのように

決まりますか。 

制服のほかに身に着ける学用品等は専門部会で検討し、ある程

度検討が進んだ段階で皆さまにお知らせする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

朝日町教育委員会 義務教育学校創設準備室 


